
2025 年日本脳死・脳蘇生学会 臓器組織提供ハンズオンセミナー 

2025 年 6 月 28 日 

 

日時 2025 年 6 月 28 日（土）9:00―13:10（受付 8:40～） 

場所 関西医科大学 医学部棟 3 階食堂（〒573-1010 枚方市新町２丁目 5-1） 

主催 日本脳死・脳蘇生学会 

共催 日本移植コーディネーター協議会（JATCO） 

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク（JOT） 

一般社団法人日本組織移植学会  

対象者 日本脳死・脳蘇生学会、医師、看護師、コメディカル、院内コーディネーター、

入院時重症患者対応メディエーター等、救急・集中境域で終末期医療に携わる可

能性のある医療従事者 

参加人数 35 名 

 

【セミナー趣旨】 

臓器・組織提供は、終末期の選択肢として患者・家族の提供意思を生かすことであり、”End of life 

care”の一つである。急な発症により救命治療が行われ、家族は不安や困惑の中、日々変化する患者の

病状を受け止めていかなければならない。そして懸命に治療を行っても助からない場合は、看取りの医

療へ、患者家族の意向次第では臓器提供へと経過していくこととなる。その短い期間の連続的な流れ

の中で、家族の気持ちに寄り添い支援していくことが、ニーズに沿ったケアを提供することに繋がる。 

このセミナーでは、救急医療から看取りへ、さらに臓器・組織提供を希望された患者・家族の意思

を生かすために必要な知識の習得と情報共有、意見交換を行い、自施設内での活動に繋げることがで

きる。 

 

【目的】 

救急治療から臓器・組織提供に至る中で、「適応の確認と評価」「選択肢提示」「意思決定支援」の 3 つ

の点について重点的に学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【スケジュール】 

時間 内容 備考 

08:40～  受付開始  

09:00～

09:05 
5 ① 開催あいさつ 

日本脳死・脳蘇生学会 

理事長 黒田泰弘先生 

09:05～

09:15 
10 ②総論「救急医療と移植医療」＊組織も含む  

川崎市立多摩病院  

小野元先生 

09:15～ 

09:20 
5 アイスブレイク・自己紹介 

 

09:20～ 

09:50 
30 

③適応の確認と評価  

【目的・目標】 

・簡単な適応確認の一問一答で、参加者の知識を確認し

つつ、グループワークを行う。 

・症例が進むと仮定した場合、どのような問題点（判断能

力についてかかりつけ医へのコンサルトや外因死の警

察への連絡など）の解決が必要かまで検討できるよう

にする。 

【進行方法】 

・講義 ・グループワーク ・解説/まとめ  

和歌山県臓器移植 

コーディネーター 

中山恭伸先生 

スキンバンクネットワーク    

青木大先生 

 

 

 

 

 

09:50～ 

  10:00 
10 休憩 

 

10:00～

10:55 
55 

④臓器提供の意思確認・選択肢提示（情報提供） 

【目的・目標】 

・提供の権利を守るための意思確認・選択肢提示である

ことを理解する。 

・ロールプレイを通じて、色々な意思確認・選択肢提示の

方法があることを知り、自分にあったやり方を考える。 

・臓器提供の意思確認・選択肢提示のタイミング、具体的

な文言などについて自ら考え実施し、方法や内容につい

てグループディスカッションを行う。 

【進行方法】 

・説明/講義 ・ロールプレイ/グループ内振り返り 

・解説/まとめ  

佐世保市総合医療センター  

平尾朋仁先生 

 

10:55～

11:05 
10 休憩 

 

11:05～

11:50 
45 

⑤意思決定支援 

【目的・目標】 

・総論の講義後、意思決定支援が難渋した症例を提示

し、それをもとにグループワークを行う。 

・本人意思の尊重、家族の代理意思決定支援に対する支

援、医療者間のコンセンサスなど、広くディスカッション

を行う。※答えはないのでみんなで考える。 

【進行方法】 

・講義  ・グループワーク  ・まとめ  

大阪大学医学部付属病院  

医療ソーシャルワーカー  

高橋裕美先生 

 

 



11:50～

12:00 
10 休憩 

 

12:00～ 

12:40 
40 

⑥ランチョンセミナー 

「終末期医療の一助としての臓器提供への向き合い方」 

【目的・目標】 

臓器提供の体制整備の目的は、提供数を増やすこと自体

ではなく、終末期医療の質を高めることにある。その結

果として、終末期における患者本人と家族の提供意思を尊

重し、実現できる体制を整えることにつながることを理

解する。 

座長： 

浜松医科大学医学部附属病院  

渥美生弘先生 

演者： 

中東遠総合医療センター  

松島曉先生 

鹿児島県立大島病院  

中村健太郎先生 

12:40～

13:00 
20 ⑦グループワークまとめ 

 

13:00～

13:05 
5 ⑧閉会のあいさつ 

第 37 回日本脳死脳蘇生学会

大会長    岩瀬正顕先生 

日本臓器移植ネットワーク 

理事長    横田裕行先生 

13:05～

13:10 
5 ⑨事務連絡・記念撮影  受講証作成し配布 

 

挨拶 

日本脳死・脳蘇生学会 理事長 黒田 泰弘 

第 37 回日本脳死・脳蘇生学会 大会長 岩瀬 正顕 

日本臓器移植ネットワーク 理事長 北村 聖 

 

講師 

川崎市立多摩病院 小野 元 

佐世保市総合医療センター 平尾 朋仁 

浜松医科大学医学部附属病院 渥美 生弘 

中東遠総合医療センター 松島 暁 

鹿児島県立大島病院 中村 健太郎 

大阪大学医学部付属病院 高橋裕美 

和歌山県臓器移植コーディネーター 中山 恭伸 

スキンバンクネットワーク 青木 大 

 

ファシリテーター 

日立総合病院 小山泰明 

北海道臓器移植コーディネーター 高橋 美香 

長崎県臓器移植コーディネーター 竹田 昭子 

京都府臓器移植コーディネーター 振原 玲子 

千葉県臓器移植コーディネーター  伊藤 総江 

藤田医科大学病院 加藤 櫻子 

聖マリアンナ医科大学病院 中村 晴美 

 


